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▲

伊良湖クリスタルポルト前～小中山保育園前1区（11.2ｋｍ）

▲

小中山保育園前～堀切小学校前2区（8.3ｋｍ）

▲

堀切小学校前～若戸農業研修センター前3区（10.0ｋｍ）

▲

若戸農業研修センター前～田原中部市民館4区（17.5ｋｍ）

▲

田原中部市民館～白谷海浜公園5区（13.3ｋｍ）

▲

白谷海浜公園～サンテパルクたはら6区（9.7ｋｍ）

▲

サンテパルクたはら～はなとき通り（セントファーレ東側）7区（13.6ｋｍ）

7区間（83.6km）
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第4中継所
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市政の話題

E
K

ID
E

N
秋
の
深
ま
る
渥
美
半
島
で
、ニ
ュ
ー

イ
ヤ
ー
駅
伝
の
出
場
資
格
を
競
う

「
中
部
・
北
陸
実
業
団
対
抗
駅
伝
競
走
大

会
」が
11
月
17
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
の

前
哨
戦
と
し
て
、中
部
と
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
14
チ
ー
ム
が
参
加
。世
界
に
通
用
す

る
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
た
ち
が
、

市
内
83
・
６ 

km
を
舞
台
に
疾
走
し
ま
す
。

▪
そ
の
手
に
元
旦
キ
ッ
プ
を
！

　

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
と
は
、群
馬
県
高

崎
市
で
毎
年
元
日
に
開
催
さ
れ
る「
全
日

本
実
業
団
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」の
こ
と

で
す
。今
回
の
大
会
は
、そ
の
予
選
会
に
当

た
り
、中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
位
６
チ
ー
ム

と
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
位
２
チ
ー
ム
が

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
へ
の
キ
ッ
プ
を
手
に

し
ま
す
。

1

11
月
17
日
日 

中
部
・
北
陸
実
業
団
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

渥
美
半
島
に
あ
の
感
動
の
走
り
、
再
び
！

開催日　　　11月17日［日］
スタート　　　　9：00
　（伊良湖クリスタルポルト前）
フィニッシュ　13：00ごろ
　（はなとき通り）
コース全長　　83.6㎞（7区間）
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市政の話題

C
alendar

2

ケ
ー
ス
な
ど
に
差
し
込
む
と
、卓
上
カ
レ

ン
ダ
ー
が
出
来
上
が
り
ま
す
。ぜ
ひ
、職
場

や
ご
家
庭
で
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
広
報
秘
書
課
☎
22
局
０
１
３
８

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、市
の

知
名
度
向
上
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

の
た
め
、市
内
の
美
し
い
風
景
や
名
所
・
旧

跡
を
素
材
と
し
た
各
種
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
平
成
22
年
か
ら
始
め
好
評
を
得

て
い
る
田
原
市
カ
レ
ン
ダ
ー
の
、２
０
１
４

年
版
の
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
の

デ
ー
タ
を
印
刷
し
、切
り
取
っ
て
Ｃ
Ｄ

２
０
１
４
年
田
原
市
カ
レ
ン
ダ
ー

ご
活
用
く
だ
さ
い「TAHARA STYLE」

　２０１４田原市カレンダーの
ほか、風光明媚な画像データ
を提供する画像ダウンロード
サービスや、市内の名所をイ
ラスト化したイラスト名刺テ
ンプレートも無料でお使いい
ただけます。
　また、田原市の魅力を映像
としてお届けする動画配信サ
ービスも行っています。
　皆さんも、市のプロモーシ
ョンにご協力ください。

◦風光明媚な写真などをあしらった２０１４年田原市カレンダー

▪
大
会
参
加
チ
ー
ム

◦
中
部
実
業
団
参
加
チ
ー
ム（
10
チ
ー
ム
）

◦
北
陸
実
業
団
参
加
チ
ー
ム（
４
チ
ー
ム
）

▪
中
継
所
・
コ
ー
ス
の
変
更
に
つ
い
て

　

昨
年
の
大
会
の
反
省
を
踏
ま
え
、中
継

所
と
コ
ー
ス
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

❖
第
４
中
継
所

　

田
原
市
役
所　

→　

田
原
中
部
市
民
館

❖
第
５
中
継
所

　

片
浜
公
民
館　

→　

白
谷
海
浜
公
園

❖
コ
ー
ス

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
西
交
差
点
か
ら
緑
が
浜

３
号
交
差
点
ま
で
の
区
間
が
昨
年
と
変
更

に
な
り
ま
す
。

▪
交
通
規
制
に
つ
い
て

　

大
会
当
日
は
、市
内
各
所
で
交
通
規
制

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

❖
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
区
間

　

保
美
信
号
交
差
点
、東
赤
石
信
号
交
差

点
、大
久
保
南
信
号
交
差
点
、は
な
と
き
通

り
周
辺

❖
公
共
交
通
機
関

　

豊
鉄
バ
ス
、ぐ
る
り
ん
バ
ス
は
、時
間
帯

に
よ
り
運
休
ま
た
は
遅
れ
と
な
り
ま
す
。

　

選
手
が
11
時
か
ら
11
時
30
分
頃
に
田
原

駅
周
辺
を
通
過
し
ま
す
。渥
美
線
ご
利
用

の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、広
報
た
は
ら
11
月
１
日
号

（
こ
の
号
）と
一
緒
に
各
戸
配
布
し
て
い
る

「
交
通
規
制
チ
ラ
シ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
ラ
イ
ブ
配
信
に
つ
い
て

　

選
手
の
熱
い
走
り
を
ユ
ー
ス
ト

リ
ー
ム
で
ラ
イ
ブ
配
信
し
ま
す
。詳
し

く
は
配
信
サ
ー
ビ
ス（http://w

w
w

.
ustream

.tv/channel/
taharaekiden

）で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

実業団名 所在地
愛三工業 （愛知県大府市）

愛知製鋼Ａ、Ｂ （愛知県東海市）

守山自衛隊35普連 （愛知県名古屋市）

中央発條 （愛知県名古屋市）

トーエネック （愛知県名古屋市）

トヨタ自動車Ａ、Ｂ （愛知県田原市）

トヨタ紡織 （愛知県刈谷市）

ＮＴＮ （三重県桑名市）

実業団名 所在地
重川材木店 （新潟県新潟市）

セキノ興産 （新潟県見附市）

高田自衛隊 （新潟県上越市）

ＹＫＫ （富山県黒部市）

◦田原市からは、トヨタ自動車陸上長距離
　部（田原工場所属）が参加

▲ＱＲコード

◦昨年の大会の様子



こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
効
率
的
な
行
政
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
歴
史
的
な
つ
な
が
り

　

東

※

三
河
８
市
町
村
は
、
海
や
山
に
囲
ま

れ
た
地
形
的
な
特
性
を
背
景
に
、
県
内
に

お
い
て
も
独
特
な
風
土
や
文
化
を
育
み
、

古
く
か
ら
互
い
に
支
え
合
っ
て
歩
ん
で
き

ま
し
た
。※【
東
三
河
８
市
町
村
】豊
橋
市
、豊
川
市
、

蒲
郡
市
、新
城
市
、田
原
市
、設
楽
町
、東
栄
町
、豊
根
村

▪
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

　

現
在
、
私
た
ち
は
人
口
減
少
や
高
齢
化

な
ど
個
々
の
市
町
村
で
は
対
応
が
困
難
な

課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
将
来
に
向
け
て

早
急
な
対
応
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▪
新
た
な
連
携
体
制
の
構
築

　
『
東
三
河
は
ひ
と
つ
』
と
い
う
合
言
葉

の
も
と
、

◦
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に
発
展
す
る

◦
誰
も
が
本
当
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

◦
子
ど
も
た
ち
が
希
望
を
持
っ
て
夢
を
描

く
こ
と
が
で
き
る

　

こ
の
よ
う
な
東
三
河
を
実
現
す
る
た

め
、
広
域
連
合
の
設
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

広
域
連
合
と
は
複
数
の
県

や
市
町
村

が
、
行
政
区
域
に
と

ら
わ
れ
ず
、
広
域
的

な
地
域
づ
く
り
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

な
ど
を
主
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
を
目
的

に
設
立
す
る
組
織
で

す
。

❶
新
た
な
地
方
行
政
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

を
目
指
し
ま
す
。

　

全
国
に
例
の
な
い
総
合
的
な
広
域
連
合

を
設
立
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
域
的
な
課
題

に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
通
し
、
東
三
河
か
ら
全
国
に
向
け
て
新

た
な
地
方
行
政
の
形
を
発
信
し
ま
す
。

❷
東
三
河
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
地
域
力

を
高
め
ま
す
。

　

東
三
河
８
市
町
村
は
、
自
然
や
農
業
、

観
光
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
魅
力
的
な
特
長

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
東
三
河

を
将
来
に
わ
た
っ
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
致
団
結
し
て

「
地
域
力
」
を
高
め
ま
す
。

◦
一
体
的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◦
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

約76.6万人

約65.4万人

5%

0%

-5%

-10%

-15%

-20%
H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52

30年で
約11万人減少

平成22年を基準とした
総人口の増減率の推計

名古屋市
尾張
西三河
東三河

増
減
率

約22%

約34%

40%

35%

30%

25%

20%

15%
H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52

30年後には
3人に1人が
高齢者に

高齢化率の推計

65
歳
以
上
人
口
／
総
人
口

東三河

出典：国立社会保障・人口問題研究所
　「日本の地域別将来推計人口」

　（平成25年3月推計）
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W

ide A
rea U

nion

東
三
河
は
ひ
と
つ　

持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
し
て

～
広
域
連
合
の
設
立
に
向
け
て
～

▼
東
三
河
広
域
協
議
会　

広
域
連
合
設
立
準
備
室

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
３
７
７

▼
田
原
市
政
策
推
進
課  

☎
23
局
３
５
０
７

　

広
域
連
合
の
必
要
性

　

広
域
連
合
っ
て
な
に
？

　

東
三
河
が
目
指
す
広
域
連
合

　

と
は
？

　

広
域
連
合
が
で
き
る
と

　

ど
う
な
る
の
？

　

広
域
連
合
と
県・市
町
村
の

　

役
割
分
担

広域連合
のしごと

県のしごと 市町村のしごと

（新たな広域連携）

（権限移譲） （共同処理）

Ｂ Ｃ

Ｂ Ｃ

Ａ

【Ａ】単独の市町村では実施が困難である広域的な事業（新たな広域連携）
【Ｂ】県の事業のうち、広域連合が行うことで住民サービスが向上する事業（権限移譲）
【Ｃ】市町村の事業のうち、広域連合が行うことで効率が良くなる事業（共同処理）



こ
と
で
、
感
染
症
な
ど
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　

児
童
相
談
所
の
運
営（
Ｂ 

権
限
移
譲
）

　
　

現
在
、
児
童
相
談
所
は
県
が
運
営
し

て
い
ま
す
。
市
町
村
の
共
同
体
で
あ
る
広

域
連
合
が
児
童
相
談
所
を
運
営
す
る
こ
と

で
市
町
村
と
の
連
携
が
よ
り
密
接
に
な
り
、

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
児
童
虐
待
に
も
き

め
細
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　

介
護
保
険
の
統
合（
Ｃ 

共
同
処
理
）

　
　

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
単
独

で
行
っ
て
い
る
介
護
保
険
を
統
合
し
、
東

三
河
全
体
で
支
え
合
う
こ
と
で
、
将
来
に

わ
た
っ
て
安
定
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　

各
種
相
談
窓
口
の
相
互
利
用

　
　
（
Ｃ 

共
同
処
理
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
あ
る
各
種
の
相

談
窓
口
を
東
三
河
の
住
民
が
相
互
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
や
相
談
内
容
に
応
じ
て
窓
口
を
選
択
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
　

広
域
的
な
防
災
活
動

　
　
（
Ａ 
新
た
な
広
域
連
携
）

　

広
域
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
災
害

時
に
お
け
る
他
市
か
ら
の
応
援
体
制
の
強

化
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果
的
な
防

災
活
動
が
展
開
で
き
ま
す
。

　
　

広
域
的
な
産
業
振
興

　
　
（
Ａ 

新
た
な
広
域
連
携
）

　

農
業
や
も
の
づ
く
り
産
業
な
ど
の
連
携

に
よ
り
新
た
な
産
業
を
創
出
す
る
と
と
も

に
、
情
報
発
信
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
日

本
の
み
な
ら
ず
世
界
の
中
で
確
固
た
る
地

位
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

東
三
河
の
広
域
連
合
は
、「
成
長
す
る

広
域
連
合
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
県
か

ら
の
権
限
移
譲
を
伴
う
も
の
や
、
規
模
が

大
き
く
実
現
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
も
の

な
ど
に
つ
い
て
も
、
長
期
的
な
視
野
に

立
っ
て
順
次
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　

保
健
所
の
運
営
（
Ｂ 

権
限
移
譲
）

　
　

現
在
、
東
三
河
の
保
健
所
は
豊
橋
市

を
除
い
て
県
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
住
民

に
と
っ
て
最
も
身
近
な
市
町
村
の
共
同
体

で
あ
る
広
域
連
合
が
保
健
所
を
運
営
す
る

例えば…

例えば…
例えば…

例えば…
例えば…

例えば…
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暮
ら
し
は
ど
う
変
わ
る
の
？

　

成
長
す
る
広
域
連
合

Ａ市の
介護保険Ｂ市の

介護保険
Ｃ市の

介護保険

広域連合の
介護保険

こ
れ
ま
で

市町村がそれぞれで
運営しているため、
サービスにばらつき
がある。

広域連合が運営す
ることで、統一的な
サービスを行えるよ
うになる。

将
来
的
に
は

相互利用が可能になると・・・

どこでも相談
できるように
なって便利に
なったわ♪

困りごとがあって
相談したいけど、地
元じゃ相談しづら
いなぁ。

ますます安心し
て暮らせるよう
になったね。

Ｂ市隊員

Ｃ市隊員D市隊員

A市

困ったときは
お互い様！
今、助けに行
くぞ！！

東三河から世界へ！

東三河から全国へ！

身近なところで対
応してくれるよう
になって、ますます
安心になったね♪

市町村の
窓口

（相談など）

市町村の
窓口

（相談など）

こ
れ
ま
で

将
来
的
に
は

県の
児童相談所

（一時保護など）

広域連合の
児童相談所

（一時保護など）

僕 た ち の こ
とを近くで見
守ってくれて
るんだね！

密接な連携による迅速な対応



　

田
原
市
で
は
、住
民
同
士
の
助
け
合
い
や
協

力
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
中
心
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

各
自
治
会
で
は
、各
種
課
題
対
応
、親
睦
行

事
、意
見
の
集
約
や
市
と
の
連
絡
調
整
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ

ら
は
、自
治
会
長
さ
ん
や
役
員
さ
ん
を
中
心
と

し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、住
民
一
人
ひ
と
り

が
役
割
分
担
す
る
こ
と
で
、円
滑
な
自
治
会
活

動
が
可
能
に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
、支
え
合
い
の

地
域
づ
く
り
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

❖
自
治
会
が
担
っ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
活
動

各
種
情
報
の
伝
達

広
報
紙
や
回
覧
の
配
布

居
住
環
境
の
維
持

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
、
美
化
活
動
な
ど

自
主
防
災
活
動

地
震
・
風
水
害
な
ど
の
対
策
、
安
否
確
認
、

訓
練
な
ど

交
通
安
全
・
防
犯
活
動

登
下
校
見
守
り
、
防
犯
灯
の
管
理
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど

地
域
福
祉
活
動

高
齢
世
帯
の
見
守
り
、
要
援
護
者
の
把
握
、

子
ど
も
会
活
動
な
ど

地
域
住
民
の
交
流

盆
踊
り
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
文
化
活
動
な
ど

地
域
意
見
・
要
望
の
集
約

総
会
で
の
意
見
交
換
、
市
へ
の
伝
達
な
ど

❖
市
と
地
域
の
協
働
で
効
果
が
得
ら
れ

る
業
務
の
例

①
市
か
ら
の
広
報
な
ど

の
文
書
は
、そ
の
配
布
・

回
覧
を
通
じ
て
、地
域

内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
促
進
や
高
齢
者
の
安

否
確
認
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
※
市

か
ら
の
依
頼
業
務
は
、協
働
助
成
金
に
よ
る

支
援
あ
り

②
交
通
安
全
運
動

な
ど
は
、住
民
自
ら

の
意
識
啓
発
に
も
な

り
、効
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

へご協力ください。
▶市民協働課☎ 23 － 3504

自 治 会 活 動

田原市市民協働まちづくり条例（H20.4 施行）の要約

○本市のまちづくりは、地域コミュニティ団体（自
　治会等）を基礎とする。〔第 14 条〕　
○地域コミュニティ団体（自治会等）は、地域住
　民の福利向上を図るため、自主的に地域の課題
　に対処する。〔第 15 条〕
○市民、市民活動団体、事業者は、自らの役割を
　踏まえ、身近な地域コミュニティ団体（自治会等）
　の活動に参加するよう努める。〔第 16 条〕

災害時における
地域の「絆」の大切さ

東日本大震災以降、初期救助活動や復興への
道のりにおいて、地域の「絆」の大切さが

再認識されています。
新潟県中越地震（H16）でも、
隣近所の情報提供がきっかけで、
行方不明者を倒壊家屋から迅速
に救助することができました。
このように、いざというときは、
日ごろからの交流や助け合い活
動が、大きな力を発揮します。

◦

盆踊り

◦

清掃活動

◦

神戸コミュニティ協議会「ながら見守隊」の活動
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交
通
事
故
は
、一瞬
に
し
て
尊
い
命
を
奪
い
、

平
穏
な
暮
ら
し
を
破
壊
し
て
し
ま
い
ま

す
。ま
た
、犯
罪
は
、大
事
な
財
産
を
奪
わ
れ
る

だ
け
で
な
く
、身
体
や
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
と
いっ
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
な
生
活
を

脅
か
し
ま
す
。

　

   
        

  

田
原
市
内
に
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
日
々
の
暮
ら
し
が
出
来
る
よ
う
に
、日
ご
ろ
か

ら
、交
通
事
故
防
止
や
犯
罪
防
止
の
活
動
を

行
って
い
る
方
々
が
い
ま
す
。

　

今
回
は
、そ
の
中
の一
部
で
す
が
、活
動
団
体

の
皆
さ
ん
の
活
動
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

❖
主
な
活
動
団
体

交
通
安
全
協
会
田
原
支
部

市
内
の
多
く
の
事
業
所
な
ど
が
会
員
と
な

り
、
交
通
事
故
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も

に
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
、

日
々
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
】
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
お

け
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
／
各
地
域
で

行
わ
れ
る
交
通
安
全
行
事
へ
の
参
加
や
支
援

／
田
原
市
の
交
通
事
故
状
況
の
取
り
ま
と

め
、
各
種
広
報
チ
ラ
シ
の
作
成

田
原
市
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
協
議
会

愛
知
県
公
安
委
員
会
に
委
嘱
を
受
け
た
委
員
さ

ん
方
に
よ
る
組
織
で
、
地
域
に
お
け
る
交
通
安

全
の
広
報
お
よ
び
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

【
主
な
活
動
】
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
活
動
／
交
通
安
全
に
関
す
る
ル
ー

ル
遵
守
と
マ
ナ
ー
向
上
の
呼
び
か
け
／
交
通

に
関
す
る
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
や
対
応
、
助

言
／
高
齢
者
の
事
故
防
止
や
自
転
車
の
安
全

利
用
な
ど
の
推
進

高
齢
者
交
通
安
全
協
力
員

警
察
署
長
に
委
嘱
を
受
け
た
協
力
員
の
方
々

で
、
高
齢
者
の
事
故
防
止
の
た
め
に
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
】
各
種
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の

参
加
／
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
チ
ラ
シ
や
反
射

材
な
ど
の
配
布
、
交
通
安
全
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど田
原
市
防
犯
協
会
連
合
会

市
内
の
多
く
の
事
業
所
等
が
会
員
と
な
り
、

地
域
安
全
活
動
の
推
進
、
青
少
年
の
健
全
な

育
成
、
暴
力
・
銃
・
凶
器
お
よ
び
薬
物
の
追

放
根
絶
を
重
点
に
各
種
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

【
主
な
活
動
】
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運

動
期
間
中
に
お
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

／
犯
罪
発
生
情
報
な
ど
広
報
活
動
を
実
施
／

自
主
防
犯
活
動
団
体
の
支
援
／
地
域
の
防
犯

活
動
の
支
援

❖
校
区
・
自
治
会
、
自
主
防
犯
活
動
団
体

　

市
内
各
所
で
多
く
の
方
々
が
、
地
域
の
安

全
の
た
め
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

の紹介

▶市民協働課☎ 23 － 3504

交

防

通

動

安

活

全

犯

 

今
後
と
も
、
各
種
活
動
団
体
の
活

動
意
義
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
交
通
安
全

　

制
限
速
度
や
一
時
停
止
な
ど
の
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
防
犯

　

自
転
車
・
自
動
車
の
カ
ギ
か
け
を

し
っ
か
り
行
い
、
犯
罪
被
害
に
あ
わ

な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◦

高齢者交通安全協力員

◦

交通安全緊急アピール出陣式

◦

保育園児と地域活動推進委員

◦

交通安全街頭キャンペーン
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平成25年11月1日
【問い合わせ】 生涯学習課
☎23局3531 　22局3811　 syogaku@city.tahara.aichi.jp

2

　
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」

で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
指

し
、
私
た
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地

域
の
方
た
ち
へ
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
紹
介

す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
も
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

良
い
経
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
が
決
定
し
、
ス
ポ
ー
ツ
が
さ

ら
に
活
気
づ
い
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
も
キ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ら
な
る
普
及
を
目

指
し
、
29
人
で
連
携
・
協
力
し
て
、
ス
ポ

委
員
長
あ
い
さ
つ

ー
ツ
を
通
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

      

私
た
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
活
動

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◦
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

総
勢
29
名
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、

キ
ン
ボ
ー
ル
教
室
を
毎
月
２
回
開
催
し
て

い
ま
す
。
初
め
て
と
い
う
方
も
大
歓
迎
で

す
の
で
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
み
ん

な
で
キ
ン
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日　

午
後

７
時
30
分
～
９
時
30
分　

▼
場
所
＝
野
田

中
学
校
体
育
館　

▼
参
加
料
＝
無
料

◦
ス
ポ
ー
ツ
健
康
講
座

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き

る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
講
座
を
行
っ
て
い

ま
す
。
キ
ン

ボ
ー
ル
、
デ

ィ
ス
ク
ド
ッ

ヂ
、
ペ
タ
ン

ク
、
タ
ス
ポ

ニ
ー
な
ど
校

区
に
よ
っ
て

種
目
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

各
校
区
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
出
前
講
座

　
【
市
政
ほ
ー
も
ん
講
座
】

　

保
育
園
・
小
学
校
・
子
ど
も
会
な
ど
の

各
種
団
体
を
対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
が
開
催
場
所
に
出
向
い
て
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
実
技
・
指
導
な
ど
を
し
ま
す
。

◦
各
種
研
修
会
へ
の
参
加

  

地
域
の
方
た
ち
へ
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
を
す

る
た
め
に
、
各
種
実
技
研
修
会
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

他
の
市
町

村
の
ス
ポ

ー
ツ
推
進

委
員
と
の

交
流
が
で

き
、
情
報

交
換
の
場

と
な
っ
て

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
仕
事

◦田原市スポーツ推進委員の皆さん

◦スポーツ健康講座（神戸校区）

◦ほーもん講座（中山保育園）◦東三河スポーツ推進委員実技研修会
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◦
鈴
木　

智
美
（
泉
）

　

地
域
の
方
の
元
気
と
健
康
を
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　　

来
年
の
１
～
３
月
に
か
け
キ
ン
ボ
ー
ル
、

デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

１
月
の
キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

は
、
今
回
か
ら
新
た
に
小
学
生
の
部
を
設

け
、小
学
生
用
の
キ
ン
ボ
ー
ル
を
使
用
し
、

キ
ン
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
・
面
白
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
是
非

ご
友
人
同
士
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ニュースポーツ用品
　 　 貸 し 出 し ま す ！

今
後
の
主
な
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

◦
鈴
木　

英
利
（
赤
羽
根
）

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
様
の

健
康
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

◦
鈴
木　

政
也
（
和
地
）

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
地
域
性
や
、
地
域

の
方
の
人
柄
の
良
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

◦
小
久
保　

一
雄
（
堀
切
）

　

地
域
の
方
と
交
流
を
深
め
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
に
役
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

◦
小
久
保　

真
澄
（
伊
良
湖
）

　

多
く
の
方
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

◦
荒
木　

佐
知
子
（
中
山
）

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

楽
し
く
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◦
渡
辺　

弘
（
福
江
）

　

新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◦
坂
本　

学
（
福
江
）

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
競
技
の
技
術

や
知
識
を
学
び
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
広

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◦
大
久
保　

小
夜
子
（
泉
）

　

も
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

氏名 校区 氏名 校区

五十嵐　篤 六連 岩本　吉幸 高松

四戸　広克
神戸

鈴木　英利 赤羽根

福井　佐和子 柳原　昭生※1 若戸

井本　英文 大草 鈴木　政也 和地

中島　広二
田原東部

小久保　一雄 堀切

神谷　わか江 小久保　真澄 伊良湖

及森　義仁 田原南部 山本　洋文 ※ 2 亀山

吉田　裕彦
童浦

川口　広満
中山

早川　弘美 荒木　佐知子

藤城　忠広※ 2

田原中部
渡辺　弘

福江
野末　紀子 坂本　学

千葉　常義
衣笠

鈴木　拓磨 清田

鈴木　宏子 大久保 小夜子
泉

小野田　清憲
野田

鈴木　智美

渡邊　真理子 ※1 委員長 ※2 副委員長

●田原市スポーツ推進委員名簿

任期：平成24年４月１日～平成26年３月31日

行事名 開催日 開催場所

キンボールスポーツ大会
平成26年

1月19日日
渥美運動公園
屋内競技場

ディスクドッヂ大会
平成26年
２月9日日

渥美運動公園
屋内競技場

春のウォーキング
平成26年

３月16日日
伊良湖岬周辺

●今後の行事予定

貸し出し可能な用品
☆キンボール(大人用)

☆キンボール(小学生用)

☆ディスクドッヂのディスク

☆タスポニー

☆ペタンクなど

新
人
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
紹
介

◦キンボール

◦ディスクドッヂ

◦タスポニー

◦ペタンク



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
テ
ィ
ニュ
ー
ス

9
月

10
月

平成25年11月1日 │　 │10

　

蔵
王
山
展
望
ま
つ
り
が
蔵
王
山
一
帯
で
開
催
さ

れ
、ふ
も
と
か
ら
登
っ
て
き
た
親
子
連
れ
な
ど
約

８
５
０
０
名
が
訪
れ
ま
し
た
。蔵
王
園
地
で
は
お

茶
会
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

ク
イ
ズ
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、参
加
者
は
思
い
思

い
に
秋
晴
れ
の
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
休
日
に

蔵
王
山
を
満
喫

10
月
13
日［
日
］

▲秋晴れの中、来場者に抹茶が振る舞われたお茶会

　

ス
ポ
ー
ツ
ギ
ネ
ス
大
会
が
田
原
市
総
合
体
育
館

な
ど
で
開
催
さ
れ
、約
５
０
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で
も
簡
単
に

で
き
る「
シ
ャ
ト
ル
投
げ
」や「
万
歩
計
レ
ー
ス
」な

ど
に
挑
戦
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、参
加
者
は
記
録
更

新
を
目
指
し
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

自
己
記
録
を
更
新

田
原
ギ
ネ
ス
に
挑
戦

10
月
13
日［
日
］

▲ウレタン製の円盤を輪の中に通す「ディスゲッターフープ」に挑戦する親子

　

10
月
18
日（
金
）、19
日（
土
）の
２
日
間
、田
原
福

祉
専
門
学
校
で
、学
園
祭「
た
っ
ぷ
く
祭
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。模
擬
店
や
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
が
開
か
れ
た
会
場
に
は
、地
域
や
福
祉
施
設
な

ど
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、学
生
た
ち
と
交
流
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

地
域
福
祉
を
実
感

『
愛
・
幸
・
感
・
絆
』

10
月
18
日［
金
］

▲手浴の体験を通して、学生たちとふれあいながら交流を深めた来場者たち



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
テ
ィ
ニュ
ー
ス

9
月

10
月

▲マーチングバンド演奏に合わせて交通安全を呼びかける子どもたち

　

高
松
小
学
校
の
交
通
少
年
団
が
、無
事
故
の
願

い
を
込
め
て
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し

た
。当
日
は
高
松
保
育
園
の
園
児
た
ち
も
参
加
し
、

高
松
小
学
校
か
ら
高
松
市
民
館
ま
で
の
道
の
り
を

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
演
奏
に
合
わ
せ
て
行
進
し
ま

し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、ド
ラ
イ
バ
ー
に「
安
全
運

転
を
お
願
い
し
ま
す
」と
声
を
か
け
な
が
ら
、啓
発

チ
ラ
シ
な
ど
を
配
り
ま
し
た
。ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

「
気
を
つ
け
る
ね
」と
や
さ
し
い
言
葉
を
も
ら
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
、と
て
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
の
願
い
届
け

無
事
故
無
違
反
！

９
月
26
日［
木
］

　

田
原
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
赤
羽
根

文
化
広
場
で
開
催
さ
れ
、市
内
10
分
団
か
ら
団
員

93
名
が
出
場
し
ま
し
た
。成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。※
敬
称
略　
　

【
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】優
勝
：
赤
羽
根
分
団
１
号

車（
光
部
明
利
、渡
辺
瞬
、藤
目
裕
也
、浅
野
博
正
、

近
藤
貴
則
）　

準
優
勝
：
福
江
分
団
１
号
車　

３

位
：
南
部
分
団
２
号
車【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

優
勝
：
野
田
分
団
２
号
車（
渥
美
孝
晃
、鈴
木
健
、宮

川
太
輔
、河
合
錬
一
）　

準
優
勝
：
赤
羽
根
分
団
３

号
車　

３
位
：
赤
羽
根
分
団
２
号
車

団
結
心
と
集
中
力
！

気
迫
あ
ふ
れ
る
操
法

10
月
19
日［
土
］

▲一糸乱れぬ機敏な動作で競技に挑む消防団員（赤羽根分団１号車）
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山
本
栄
子
さ
ん
（
福
江
町
）
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
新
委
員
に
横
田
威た
け
しさ
ん
（
赤

羽
根
町
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
29
年
９
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
で

す
。

▼
募
集
人
員
＝
３
名　

▼
対
象
＝
次
の
要

件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
方
①
保
育
士
資

格
ま
た
は
幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭
免
許
を

お
持
ち
の
方
②
児
童
の
指
導
に
熱
意
と
理

解
が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な
方　

▼
勤
務
場
所
＝
亀
山
校
区
放
課
後
子
ど
も

　

長
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
に
功
労
の

あ
っ
た
田
原
市
の
登
録
調
査
員
・
河
合

博ひ
ろ
か
ず一
さ
ん（
和
地
町
）が
、10
月
18
日（
金
）、

総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６

23
局
０
１
８
０

教
室
（
亀
山
市

民
館
）　

▼
勤

務
形
態
＝
週
３

～
４
日
勤
務
／

午
後
１
時
30
分

～
６
時
（
夏
休

み
な
ど
長
期
休

暇
時
お
よ
び
第
２
・
第
４
土
曜
日
は
午
前

８
時
～
午
後
１
時
30
分
、
午
後
０
時
30

分
～
６
時
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時

の
交
代
勤
務
／
隔
週
土
・
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）　

▼
賃
金
＝
時

給
９
４
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳

細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
11
月

22
日
（
金
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課
に
あ
る

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
直
接

提
出

▼
生
涯
学
習
課　

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

▼
教
室
名
／
対
象
／
日
時
／
場
所
／
定
員

／
受
講
料
＝
表
の
と
お
り　

▼
申
し
込
み

＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課　

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

syogaku@
city.tahara.aichi.jp
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募
集

W
A
N
TED

総
務
大
臣
表
彰

（
統
計
調
査
功
労
者
表
彰
）

教
育
委
員
会
委
員

市
民
カ
レ
ッ
ジ 

受
講
生

委
員

M
EM
B
ER
  O
F  C
O
M
M
IT
TEE

表
彰

AW
A
R
D
S

横田　威
たけし

さん

田
原
市
臨
時
職
員（
亀
山
校
区

放
課
後
子
ど
も
教
室
指
導
員
）

■市民カレッジ
教室名 対象 日時 場所 定員（先着） 受講料

親子ヨガ 未就学児と
その保護者

11 ／ 19 ～ 12 ／ 17　毎週火曜日
10：30 ～ 11：30 渥美文化会館

各 15 組

各コース
1,000円

11 ／ 20 ～ 12 ／ 18　毎週水曜日
10：30 ～ 11：30 田原市総合体育館

季節にあわせた
エクササイズ 一般 11 ／ 26 火・12 ／ 17 火・H26 ／ 1／ 21 火

2 ／ 18 火・3 ／ 18 火　10：30 ～ 11：30 田原市総合体育館 10 名

フォークギター
弾き語りに
チャレンジ

一般

12 ／ 4 ～ H26 ／ 2 ／ 5
第 1・3・5 水曜日　19：30 ～ 21：00 田原文化会館 各 15 名12 ／ 5 ～ H26 ／ 2 ／ 6
第 1・3・5 木曜日　13：30 ～ 15：00

終活セミナー
お葬式の知識

一般 11 ／ 19 火・12 ／ 12 木・H26 ／ 1／ 21 火
2 ／ 19 水・3 ／ 13 木　10：30 ～ 11：00 田原福祉センター 50 名 無料



▼
申
込
期
限
＝
平
成
26
年
１
月
10
日（
金
）

▼
入
隊
時
期
＝
平
成
26
年
４
月
上
旬　

▪
学
校
制
度
説
明
会

▼
日
時
＝
11
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
～

正
午
（
受
付
は
午
前
９
時
50
分
～
）　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館
２
０
１
会
議
室

▼
申
し
込
み
＝
11
月
15
日
（
金
）
午
後
６

時
ま
で
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
２
６
９
３

aichi.pco.toyohashi@
rct.gsdf.m

od.go.jp
平
成
25
年
度
防
火
標
語

消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏオ

ンＮ
の
ま
ま

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
を
使
う
機
会
が
増

え
る
こ
と
か
ら
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
期
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
焼
き
に

よ
る
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の

で
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▪
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
設
置
義
務
化
に

よ
り
全
世
帯
が
設
置
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
命
や
財
産
を
住
宅
火
災
か

ば
参
加
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

12
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
平
成
26
年
田
原
市
成
人
式

▼
日
時
＝
平
成
26
年
１
月
12
日
（
日
）
午

前
10
時
～　

▼
場
所
＝
田
原
市
総
合
体
育

館　

▼
対
象
＝
平
成
５
年
４
月
２
日
～
平

成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
1

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場

な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
＝
11
月
18
日
（
月
）
～
24
日
（
日
）

▼
相
談
時
間
＝
【
月
～
金
曜
日
】
午
前
８

時
30
分
～
午
後
７
時　
【
土
・
日
曜
日
】

午
前
10
時
～
午
後
５
時

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１　

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
・
生
徒
を

対
象
に
年
間
を
通
し
て
文
化
を
体
験
で
き

る
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
教
室
の
講
師
を
募
集
し

ま
す
。

▼
開
催
期
間
＝
平
成
26
年
４
月
～
平
成
27

年
３
月　

▼
開
催
回
数
＝
原
則
と
し
て
月

1
回
以
上
、
年
12
回
以
上　

▼
教
室
予
定

数
＝
25
教
室
（
同
種
目
で
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
選
定
）　

▼
謝
礼
＝
３
０
０
０

円
／
月　

▼
申
し
込
み
＝
12
月
12
日（
木
）

ま
で
に
生
涯
学
習
課
に
あ
る
開
催
希
望
調

書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直

接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て　

▼
そ
の
他
＝
原

則
、
会
場
は
公
共
施
設
を
利
用
／
10
名
以

上
の
受
講
生
が
集
ま
っ
た
場
合
に
開
講

▼
生
涯
学
習
課　

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

▼
応
募
資
格
＝
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

子
で
中
学
校
卒
業
者（
卒
業
見
込
を
含
む
）

▼
試
験
会
場
＝
陸
上
自
衛
隊
豊
川
駐
屯
地

▼
試
験
日
時
＝
平
成
26
年
１
月
18
日（
土
）

ら
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
ま

だ
取
り
付
け
て
い
な
い
方
は
早
急
に
取
り

付
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４

23
局
０
１
８
０

　

平
成
26
年
田
原
市
成
人
式
の
案
内
状

を
、11
月
30
日
現
在
で
田
原
市
に
住
民
登

録
さ
れ
て
い
る
方
に
、12
月
初
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。
な
お
、
成
人
式
に
は
市
外
に

住
所
が
あ
っ
て
も
田
原
市
出
身
者
で
あ
れ
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平
成
26
年
度
児
童
生
徒
文
化

体
験
教
室　

講
師

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒

生
活

LIFE

❖
火
災
予
防
の
３
つ
の
習
慣

◦
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
。 

◦
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◦
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。 

❖
火
災
予
防
の
４
つ
の
対
策 

◦
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。 

◦
寝
具
・
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を

使
用
す
る
。 

◦
火
災
を
小
さ
な
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。 

◦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
作
る
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
土
～
15
日
金

田
原
市
成
人
式

相
談
専
用

 「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」強
化
週
間



し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

各
校
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
ま
す

ま
す
活
発
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

▼
神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
＝
キ
ャ
ラ

バ
ン
テ
ン
ト
、
発
電
機
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
、
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど　

▼
童
浦
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
＝
祭
り
用
や
ぐ
ら

ス
テ
ー
ジ

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

　

年
末
に
な
る
と
し
尿
く
み
取
り
の
依
頼

が
多
く
な
り
、
年
内
に
作
業
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
年
内
に
く
み
取
り
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
20
日
（
金
）
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
計
画
収
集

地
区
は
除
く
）

▼
受
付
時
間
＝
市
役
所
執
務
時
間
中　

▼
休
業
日
＝
12
月
28
日
（
土
）
～
平
成
25

年
１
月
５
日
（
日
）

❖
く
み
取
り
作
業
に
ご
協
力
を
！

◦
便
槽
の
く
み
取
り
口
に
は
、
物
を
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
留
守
に
す
る
と
き
に
は
、
水
（
バ
ケ
ツ

２
杯
程
度
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◦
転
居
ま
た
は
転
出
、
ト
イ
レ
の
廃
止
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
お
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎
45
局
３
０
０
０

45
局
３
５
３
７

　

年
末
の
ご
み
処
理
施
設
（
東
部
資
源
化

セ
ン
タ
ー
・
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
・
渥

美
資
源
化
セ
ン
タ
ー
）は
、12
月
30
日（
月
）

に
臨
時
開
場
し
ま
す
。

　

な
お
、
田
原
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
炭

生
館
の
ご
み
の
受
入
時
間
は
、
表
の
と
お

り
で
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
年
末
年
始
の
業
務
の
お
し
ら
せ
」
一

覧
は
、
広
報
た
は
ら
12
月
１
日
号
に
掲
載

し
ま
す
。

▼
清
掃
管
理
課
☎
23
局
３
５
３
８

▼
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー
☎
27
局
０
１
０
０

▼
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
45
局
３
４
９
７

▼
渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー
☎
32
局
３
３
２
２

　

田
原
市
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
（
案
）」

の
更
新
に
伴
い
、
地
域
の
農
業
者
の
ご
意

見
を
お
伺
い
す
る
た
め
、
プ
ラ
ン
の
閲
覧

を
行
い
ま
す
。
閲
覧
の
際
は
、
農
業
者
で

あ
る
こ
と
の
証
明
を
提
示
し
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
案
に
つ
い
て
ご
意
見
の
あ

る
農
業
者
の
方
は
閲
覧
期
間
満
了
の
日
ま

で
に
農
政
課
あ
て
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
期
間
＝
11
月
８
日
（
金
）
～
22
日

（
金
）　

▼
閲
覧
時
間
＝
市
役
所
執
務
時
間

中　

▼
閲
覧
場
所
＝
農
政
課
（
市
役
所
北

庁
舎
１
階
）

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を

図
る
た
め
に
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
」
に
よ
り
、
本
年
度
、
２
つ
の
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
備
品
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の
一
環
と
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宝
く
じ
助
成
事
業
で

備
品
を
購
入
し
ま
し
た

田
原
市『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』へ

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

年
末
の
し
尿
く
み
取
り

お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

▲キャラバンテント【神戸コミュニティ協議会】

▲祭り用やぐらステージ【童浦校区コミュニティ協議会】

年
末
の
ご
み
処
理
施
設
を

臨
時
開
場
し
ま
す

月　日　

 施設名

12 月
27

（金）
28

（土）
29

（日）
30

（月）
31

（火）
東部資源化センター

○ ○ ○ ○
臨時開場

赤羽根環境センター
渥美資源化センター
田原リサイクルセンター炭生館 ○ ～正午 ～正午

各地区のごみステーション収集 ○ ○ ○ ○

○ 平常どおり 休業

・地区ごとのごみ収集日は「ごみ収集カレンダー」でご確認ください。

■年末のごみ処理施設などの業務日



▼
豊
橋
労
働
基
準
監
督
署

☎（
０
５
３
２
）54
局
１
１
９
２

　

労
働
者
（
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）

を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に

加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
加
入
し
て

い
る
事
業
主
に
は
各
種
助
成
金
制
度
が
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
加
入
し
て
い
る
事
業
所
で
働
い

て
い
る
方
は
、
一
定
の
要
件
の
も
と
次
の

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
不
慮
の
業
務
災
害
・
通
勤
災
害
・
失
業

給
付

◦
賃
金
低
下
し
て
い
る
状
態
で
継
続
勤
務

し
て
い
る
高
齢
者
に
対
す
る
給
付

◦
育
児
・
介
護
休
業
給
付

◦
職
業
に
関
す
る
教
育
訓
練
給
付　

な
ど

▼
豊
橋
公
共
職
業
安
定
所
適
用
課

☎（
０
５
３
２
）81
局
０
３
７
７

▼
豊
橋
労
働
基
準
監
督
署
労
災
課

☎（
０
５
３
２
）54
局
１
１
９
４

　

病
気
や
対
応
法
の
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
統
合
失
調
症
患
者
の
家
族
を
持
つ
方

な
ど
を
対
象
に
、
家
族
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
10
～
30
歳
代
の
統
合
失
調
症
の

患
者
の
家
族
な
ど　

▼
日
時
／
内
容
＝
表

の
と
お
り　

▼
場
所
＝
ウ
ィ
ズ
豊
川
（
豊

川
市
諏
訪
３

－

２
４
２
）　

▼
定
員
＝
い

ず
れ
も
30
名
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝

無
料　

▼
申
し
込
み
＝
前
日
ま
で
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

参
加
希
望
日
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
）　

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
豊
川
保
健
所
健
康
支
援
課

☎（
０
５
３
３
）86
局
３
６
２
６

（
０
５
３
３
）89
局
６
７
５
８

　

消
費
者
問
題
・
多
重
債
務
な
ど
で
お
困

り
の
方
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
26
日
（
木
）
午
後
１
時
～

４
時（
要
予
約
／
相
談
時
間
は
30
分
程
度
）

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

　

愛
知
県
最
低
賃
金
が
10
月
26
日
か
ら
時

間
額
７
８
０
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

（
７
業
種
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
改
正

な
ど
の
た
め
調
査
審
議
中
で
す
。

　

今
後
の
改
正
状
況
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

広報サポーターがお届けする
twitter＆ブログを見てね！

田原市広報サポーターが田原市のイベント情報などを、いち市民の
感覚で発信！！“マムちゃん”がt

ツ イ ッ タ ー

witterを、サポーター全員がブログを
お届けしています。皆さん、ぜひご覧ください。

◉田原市広報サポーターマムちゃん （マムちゃんのtwitter）
http://twitter.com/#!/KohoTahara/

◉風の街のたはら 
http://kohotahara.dosugoi.net/

▶広報秘書課☎22局0138
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弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い（
偶
数
月
開
催
）

「
雇
う
こ
と
は
、加
入
す
る
こ
と
」

労
働
保
険

愛
知
県
最
低
賃
金
の
改
正

日時 内容

11／26火
14：00～15：30

講話「統合失調症の薬物療法と副作用について」
講師：豊川市民病院　精神科医　大森一郎氏

12／2月
14：00～16：00

講話「家族の立場から」
講師：豊川精神障がい者家族会員
グループワーク

12／9月
14：00～16：00

講話「家族でのコミュニケーション力を高めるために－ＳＳＴに学ぶ－」
講師：同朋大学　社会福祉部　吉田みゆき准教授

■家族教室（統合失調症）
家
族
教
室（
統
合
失
調
症
）を

開
催
し
ま
す



付
け
て
い
ま
す
。
税
務
署
の
代
表
電
話
の

受
付
は
自
動
音
声
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
操
作
方
法
は
、
音
声
案
内
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
税
務
署
で
の
面

接
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
あ
ら
か
じ

め
お
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
税
金
の
納
付
相
談
は
予
約
不
要

▼
豊
橋
税
務
署（
豊
橋
地
方
合
同
庁
舎
内
）

☎（
０
５
３
２
）52
局
６
２
０
１

　

個
人
事
業
税
の
第
二
期
分
の
納
税
通
知

書
を
11
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

最
寄
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
（
納
付
書
の
納
付
金
額
が
30
万
円
以

下
の
も
の
）
ま
た
は
県
税
事
務
所
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、P

ペ

イ

ジ

ー

ay-easy

に
対
応
し
て
い
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
た
は

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
納
付
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
領
収
証
書
が
発
行
さ
れ
ま
せ

ん
。
領
収
証
書
が
必
要
な
方
は
、
金
融
機

関
な
ど
の
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限

前
に
預
貯
金
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
東
三
河
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

☎（
０
５
３
２
）35
局
６
１
２
７

http://w
w

w
.pref.aichi.jp/zeim

u/

▪
平
成
25
年
分
源
泉
所
得
税
年
末
調
整
説
明
会

▼
対
象
＝
法
人
・
個
人
の
青
色
申
告
を
さ

れ
る
方
お
よ
び
白
色
申
告
を
さ
れ
る
方　

▼
日
時
＝
11
月
19
日
（
火
） 

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会

館
多
目
的
ホ
ー
ル

▪
平
成
25
年
分
青
色
決
算
等
説
明
会

▼
日
時
＝
12
月
３
日
（
火
）
午
前
10
時
～

正
午
／
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
ア
イ
プ
ラ
ザ
豊
橋
（
豊
橋
市
草

間
町
字
東
山
１
４
３

－

６
）　

▼
内
容
＝

記
載
方
法
の
説
明　

▼
そ
の
他
＝
青
色
申

告
決
算
書
、
収
支
内
訳
書
な
ど
の
用
紙

は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
nta.go.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
／
青
色
申
告
決
算
書
用
紙
は
確
定

申
告
書
の
用
紙
に
同
封
さ
れ
ま
す
。（
前

年
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
さ
れ
た
方
は
、青
色

申
告
決
算
書
用
紙
、確
定
申
告
書
用
紙
は

郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
。）／
申
告
書
の
提
出
は

ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
時
、
代
表
電
話
の
自
動

音
声
は
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
税
務
署
へ
の
ご
相
談

　

納
税
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
電
話
に
よ

る
国
税
に
関
す
る
ご
質
問
・
ご
相
談
は
、

国
税
局
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
受
け

▪
パ
ー
ト
で
働
く
人
に
対
す
る
税

　

収
入
が
パ
ー
ト
収
入
の
み
で
、
年
収
が

93
万
円
を
超
え
る
方
に
は
、
住
民
税
の
均

等
割
（
４
５
０
０
円
）
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
年
収
が
１
０
０
万
円
以
上
の
方

に
は
、
こ
の
均
等
割
に
加
え
、
所
得
割

も
課
税
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
年
収
が

１
０
３
万
円
を
超
え
る
と
、
所
得
税
も
課

税
さ
れ
ま
す
。

▪
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除

　

所
得
が
あ
る
夫
の
妻
が
パ
ー
ト
で
働

く
場
合
、
妻
の
パ
ー
ト
に
よ
る
年
収
が

１
０
３
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、『
配
偶
者

控
除（
所
得
税
38
万
円
、住
民
税
33
万
円
）』

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
年
収
が
１
０
３
万
円
を
超
え
、

配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
で

も
、
１
４
１
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
、
段
階

的
に
『
配
偶
者
特
別
控
除
』
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、
配
偶
者
控
除
と
配
偶
者
特

別
控
除
を
併
用
し
て
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
夫
の
合
計
所
得
が

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
年
に
は
、配
偶
者

特
別
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９

23
局
０
１
８
０

　

家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
と
都
市
計

画
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
「
家
屋

課
税
台
帳
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
所
有
者

に
対
し
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、必
ず
年

内
に
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。届
出
が

な
い
場
合
、取
り
壊
し
の
確
認
が
取
れ
ず
、

引
き
続
き
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
12
月
末
ま
で
に
法
務
局
で
滅
失
登
記
を

行
う
家
屋
は
届
出
不
要

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０

23
局
０
１
８
０
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税TA
X

パ
ー
ト
収
入
と
税

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
！

◎
税
を
考
え
る
週
間

　

11
月
11
日
月
～
17
日
日

豊
橋
税
務
署
か
ら
の

お
し
ら
せ

個
人
事
業
税
第
二
期
分
の

納
期
限
は
12
月
２
日
月
で
す
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ティーズチャンネルで放送中
アナログ

ch6 デジタル
ch12
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～11/14木
田原市消防団ポンプ操法大会

田原福祉専門学校　たっぷく祭

11/15金～11/28木 市制施行 10 周年記念式典
田原市民まつり　ほか

11/29金～12/12木
6 次産業・農商工連携を知ろう

中部・北陸実業団駅伝

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

田原市ホームページ

　　http://www.city.tahara.aichi.jp/



平成25年11月1日 │　 │18

田原市の イ ベ ン ト

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
11
月
24
日
日　

子
育
て
支
援
地
域
交
流
会

　

す
べ
て
の
教
育
の
出
発
点
で
あ
る
家
庭

教
育
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
間
▼
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時
10
分

場
所
▼
田
原
文
化
会
館

参
加
料
▼
無
料
（
一
部
分
の
参
加
も
可
）

▪
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
と
あ
そ
ぼ
う
！

時
間
▼
午
前
10
時
30
分
～
正
午

対
象
▼
親
子
と
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方

内
容
▼
手
あ
そ
び
、
絵
本
、
か
ら
だ
あ
そ

び
、
工
作
な
ど

▪
家
庭
教
育
を
考
え
る
学
習
会

時
間
▼
午
後
１
時
～
２
時
25
分

対
象
▼
小
中
学
生
の
保
護
者
、
家
庭
教
育

に
関
心
の
あ
る
方

内
容
▼
渥
美
太
鼓
「
願
成
観
音
太
鼓
」
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
推
進
地
区
の
活
動

発
表
（
蒲
郡
市
）
な
ど

▪
講
演

　
「
子
ど
も
の
好
奇
心
が
ひ
ら
く
世
界
」

時
間
▼
午
後
２
時
35
分
～
４
時
10
分

講
師
▼
池
上
理
恵
氏
（「
静
岡
自
然
を
学

ぶ
会
」
代
表
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

◉
11
月
11
日
月　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
の
生
活

－

そ
の
14

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
副
館
長

受
講
料
▼
無
料 月

の
イ
ベ
ン
ト

11

◉
12
月
１
日
日　

田
原
人
権
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
委
員
会
企
画

講
演
会　

盲
目
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
穴

澤
雄
介
が
贈
る
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
開
演（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館 

文
化
ホ
ー
ル

内
容
▼
【
演
題
】
過
去
は
変
え
ら
れ
る
、

マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
生
き
方

【
講
師
】穴
澤
雄
介
氏（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
）

入
場
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
）

託
児
▼
11
月
15
日（
金
）ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
に
て
（
先
着
10
名
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

◉
12
月
１
日
日

サ
ン
テ
パ
ル
ク
収
穫
祭

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
地
元
農
畜
産
物
・
花
木
な
ど
の

販
売
の
ほ
か
、

友
好
都
市 

長

野
県
阿
南
町

物
産
展
、
各

種
模
擬
店
や

ビ
ン
ゴ
大
会
、
餅
投
げ
な
ど

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４

25
局
１
２
３
５

◉
12
月
１
日
日　
※
サ
ン
テ
パ
ル
ク
収
穫
祭
内

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

「
自
分
で
作
る
と
お
い
し
い
！
」
食
育
を

通
し
て
野
菜
を
も
っ
と
好
き
に
な
ろ
う
！

対
象
▼
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
体
験
工
房

定
員
▼
12
組
（
先
着
順
）

参
加
料
▼
１
名
３
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角

き
ん
（
バ
ン
ダ
ナ
）・
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

申
し
込
み
▼
11
月
６
日（
水
）～
22
日（
金
）

の
期
間
に
電
話
に
て

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

◉
12
月
４
日
水

消
費
者
生
活
講
座

～
安
全
な
食
品
っ
て
何
だ
ろ
う
～

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

講
師
▼
東
海
農
政
局
職
員

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て　

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

月
の
イ
ベ
ン
ト

12

▲キャべゾウも来るよ！
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▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

◉
12
月
14
日
土　

親
子
で
五
平
餅
を
つ
く
ろ
う

対
象
▼
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時　

場
所
▼
あ
ぐ
り
パ
ー
ク
食
彩
村
（
豊
橋
市

東
七
根
町
）

定
員
▼
30
名（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

◉
12
月
14
日
土

田
原
市
健
康
都
市
連
合
加
盟
記
念
講
演
会

タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂
健
康
セ
ミ
ナ
ー

～
５
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
ま
ん
ぷ
く
定

食
の
コ
ツ
～　

　

お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
も
太
り
に
く
い

噂
の
食
堂
の
秘
密
や
健
康
的
な
生
活
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
田
原
市
の
特
産
で
も
あ
る
キ
ャ

ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
使
っ
た
人
気
メ

ニ
ュ
ー
も
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
午
後
１

時
開
場
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館 

文
化
ホ
ー
ル

講
師
▼
堀
越
理
恵
子
氏（
株
式
会
社
タ
ニ
タ

管
理
栄
養
士
／
健
康
運
動
指
導
士
）

入
場
料
▼
無
料
（
た
だ
し
入
場
整
理
券
が

必
要
）

▪
入
場
整
理
券

配
布
開
始
日
▼
11
月
７
日
（
木
）

配
布
場
所
▼
市
役
所
健
康
課
（
平
日
）、

あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
（
平
日
）、
田

原 

・
赤
羽
根
文
化
会
館
（
開
館
日
）、

渥
美
文
化
会
館
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

の
み
） ・
渥
美
支
所
地
域
課
（
平
日
）

　

※
文
化
会
館
は
月
曜
日
休
館

配
布
枚
数
▼
一
人
５
枚
ま
で

　

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

託
児
▼
12
月
３
日（
火
）ま
で
に
電
話
予
約

参
加
料
▼
１
名
３
０
０
円
程
度（
材
料
費
）

申
し
込
み
▼
11
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に

て
（
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）
／
は
が
き
は

締
切
日
必
着

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
農
業
企
画
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
６
４　

（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

info_nogyokikaku@
city.toyohashi.lg.jp

母子家庭の就業相談
 予約は不要です。

お気軽にご相談ください。

11月14日木・12月12日木
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分
場 所 ◦田原福祉センター相談室（１階）

▼子育て支援課　
☎23局3513 23局3545

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館 ☎22局6061 22局6455
赤 羽 根 文 化 会 館 ☎45局3939 45局3901
渥美文化会館（土・日・祝） ☎33局1000 34局1010
渥美支所地域課（平日） ☎33局1111 32局2506
文化会館の休館日は、チケット販売を行いません。

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

高橋誠
2014Premium concert
European jazz in Tahara
今、注目のヴァイオリニスト高橋誠のコンサートです。魂を揺さぶ
られる演奏にご期待ください。

日 時　平成26年2月8日（土）午後3時開演
	 （30分前開場）
場 所　田原文化会館 文化ホール
出 演　高橋誠（ヴァイオリン）、高木潤一（フラメンコギ

ター）、Ｔ
テ ィ ト

ｉｔｏ Ｍ
モ ン テ

ｏｎｔｅ（アコー
ディオン＆ピアノ）

入 場 料　2,000円　当日2,500円
	 ※未就学児の入場不可
チ ケ ッ ト　12月7日（土）午前9時から

各文化会館で前売り開始（整
理券配布なし）

H26/2/8 土 

★チケットの予約など
前売開始日の正午から電話予約可。前売券が完売した場合、当日券の
販売はありません。
★託児サービス（各公演先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。
▶生涯学習課 ☎23局3531

●高橋誠

全席自由



※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

●インフォメーション
事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

離乳食教室（前期）
12月 11日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター

５～６カ月児とその保護者　※予約制
離乳食講習と保育の話、歯の話など

12月 18日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談
12月   2日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド

身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）
※母乳相談は生後６カ月まで（原則１回）

12月 13日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター
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子
宮
頸
が
ん
は
予
防
で
き
る
病
気

▪
若
い
女
性
に
増
え
て
い
ま
す

　

子
宮
は
、
女
性
に
し
か
な
い
特
別
な
臓

器
で
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
大
切
な
場
所

で
す
。
子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
入
り
口

に
で
き
る
が
ん
で
、『
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）』
の
感
染
が
原
因
で
発

症
し
ま
す
。
最
近
で
は
、
特
に
20
～
30
歳

代
で
発
症
す
る
方
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

▪
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
？

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
、
半
数
以
上
の
女
性
が
一
生

に
一
度
は
感
染
す
る
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル

ス
で
す
が
、
感
染
し
て
も
、
そ
の
多
く
は
、

そ
の
人
自
身
の
免
疫
力
に
よ
っ
て
自
然
に

排
除
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
一
部
の
女
性
は

ウ
イ
ル
ス
が
消
失
せ
ず
に
感
染
が
長
く
続

き
、
５
～
10
年
以
上
か
け
て
前
が
ん
病
変

や
、
子
宮
頸
が
ん
を
発
症
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▪
早
期
発
見
が
あ
な
た
を
守
る

　

検
査
方
法
は
、
子
宮
の
入
り
口
を
ブ
ラ

シ
で
軽
く
こ
す
り
、
細
胞
を
採
っ
て
顕
微

鏡
で
調
べ
る
と
い
っ
た
、
と
て
も
簡
単
な

方
法
で
す
。

　

前
が
ん
病
変
や
初
期
の
段
階
の
が
ん
を

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
あ

な
た
の
大
切
な
「
命
」
と
「
子
宮
」
を
守

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
20
歳
以
上
の
偶

数
年
齢
（
平
成
26
年
４
月
１
日
時
点
）
の

方
お
よ
び
昨
年
度
、
未
受
診
の
方
を
対
象

に
、
来
年
の
１
月
ま
で
無
料
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

※
対
象
者
の

方
に
は
、
受

診
券
を
５
月

に
発
送
し
て

い
ま
す
。

市役所内
☎23局3515
あつみライフランド
☎33局0386

健康課

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

11月3日（日・祝）
北山クリニック ☎23局3946

小原歯科 ☎25局1139

11月4日（月・振）
昭和医院 ☎32局3749

葉山歯科医院 ☎32局0038

11月10日（日）

國見医院 ☎22局0756

山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100

平野歯科医院 ☎22局0214

11月17日（日）
朽名医院 ☎33局0162

岩瀬歯科医院 ☎22局6677

11月23日（土・祝）
第２国見医院 ☎23局2302

青木歯科クリニック ☎33局1139

月　日 当直医 電話番号

11月24日（日）
藤岡医院 ☎32局1515

惣卜歯科医院 ☎45局2066

12月1日（日）

富永医院 ☎23局1316

かわさき整形外科クリニック ☎22局7700

まち眼科 ☎22局2710

仲谷歯科 ☎23局2327

12月8日（日）
岡田医院 ☎37局0001

ふくしま歯科医院 ☎37局1182

12月15日（日）

永井医院 ☎22局0227

きまた眼科 ☎23局1092

かわい歯科 ☎24局0080

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院◦☎22局2131診療時間　医科◦9：00～17：00／歯科◦9：00～12：00

がん細胞
感染が長期化し
変化を起こした細胞

正常な細胞

感染しても
ほとんどの場合は、
免疫力で排除

ウイルスが排除
されれば正常に戻る

一部は感染が持続

ここで発見し
治療を行えば、

「がん」にはならない

HPVに
感染した細胞

（前がん病変）

◉正常な細胞が子宮頸がんになるまでの経過



11月 ▼5日火、8日金、11日月、18日月、25日月

12月 ▼2日月、9日月、13日金、16日月、24日火

           28日土～31日火

　　　
 

図書館休館日

中央図書館  ☎23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

●中央図書館
　一　般▶11月9日土～12月12日木	 「スペシャリスト！」
　子ども▶11月9日土～12月25日水	 「こぶっくサンタのクリスマス」
●赤羽根図書館
　一　般▶11月9日土～12月12日木	 「ルネッサンス三大巨匠」
　子ども▶11月9日土～12月12日木	 「文字のない絵本」
●渥美図書館
　一　般▶11月9日土～12月12日木	 「ダイエット」
　子ども▶11月9日土～12月12日木	 「しょくよくの秋」

◎渥美図書館「クリスマスイベント」
◦連続おはなし会

▼日時＝ 12月7日土・14日土午後2時～
              12月21日土午前10時30分～

▼場所＝渥美図書館おはなしコーナー

▼内容＝おはなし手のひらの会、司書による読み聞かせ
を行います。３回参加すると折り紙を使った「クリスマ
ス」の絵が完成します。
◦セルフ工作　

「きりがみカード」を作ろう

▼日時＝12月7日土～23日月・ 　

▼場所＝渥美図書館

▼対象＝どなたでも
※材料・資材は図書館で準備します。

◎渥美図書館講座「歴史・文学探訪」
　南北朝時代の渥美半島
渥美半島が最も注目された時代は南北朝時代でしょう。中央
政界の有力者たちが渥美半島に関わりを持ちました。
ふるさと渥美半島の歴史を、この機会に学んでみませんか。

▼日時＝ 12 月 8 日日午後 1 時 30 分～３時 30 分

▼場所＝渥美文化会館　大会議室（農村環境改善セン
ター2階）

▼対象＝どなたでも

▼参加費＝無料・40名程度（先着順）

▼講師＝加藤克己　氏　

▼持ち物＝筆記用具　

▼申し込み＝11月9日土午前10時30分から直接また
は電話にて

▼問合せ先＝渥美図書館　☎33局1114

◎これって、どこの椅子？
　 中 央 図 書 館 に
は、こんなにもい
ろいろなデザイン
色の椅子があるん
です。 皆さん、ど
のコーナーの椅子
かわかりますか？

『百年文庫シリーズ』
全 100 巻
ポプラ社　908.3

日本と世界の文豪の名短篇
を、漢字一字のテーマ別にま
とめたシリーズ。装丁は美し

く、隠れた名作も多い。オススメです。

『世界で一番美しいレントゲン図鑑』	
ニック・ヴィーシー / 著　株式会社
エクスナレッジ　748/ ビ

ピンヒールをはいた写真、女性の
オシャレは大変です。日常にある
モノの内側を透かし出した美しく不
思議な写真集。
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◉子育て講座ハグ 
子育ての悩みを相談してみませんか？
日時●11月13日水午前10時～
テーマ●「気付いてほしい子どものＳＯ
Ｓ」
◉人形劇「ゴリラのパンやさん」
蔵王幼稚園のお母さんグループ「すいかマ
マ」の人形劇です。
日時●11月26日火①午前10時30分～
②午前11時～

平成25年11月1日 │　 │22

両手でタオルの端をつか
み、両手は左右に引っ張り
合いながら上にあげる。　

そのまま、身体をゆっくり右
に倒す。

左のひじを曲げ、右手をさ
らに遠くに伸ばす。

一度身体を起こして両手
を下ろす。

左右数回繰り返す。
※各動作は呼吸をしなが
ら行いましょう。

生涯学習課☎２３局3531

　ストレッチをすると血流が良くなり、疲労が回復した
り代謝が高まったりします。上半身のストレッチで背
中のラインをスッキリさせましょう。

かんたんストレッチ
で後ろ姿もすっきり

！

１

２

３

４

5

62

１ 2

3 4

「市民の声」紹介
　ご好評いただいている広報たはら
15日号での地元農産物を活用した
簡単レシピ。今回は、朝ごはんにぴっ
たりなレシピをご紹介します。

◉工作「くるくる工作」
カラーダンボールを
使って動物キャップを
作ろう！
日時●11月26日火～
12月1日日
午後1時30分～
対象●小学生以上
材料費●10円

◉おはなしポケット
絵本は楽しいよ。今月はどんなお話か
な。
日時●11月29日金
午前10時30分～

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

　田原児童センター☎23局4761

◉みんなの様子

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◦利用時間：午前9時30分～午後5時

11 月のお休み

5日火、11日月、12日火、18月
25日月

◦お知らせ　
市内の小学生以上の方を対象に、
緊急時連絡のための「利用登録」
を受付で行っています。
なお、児童センターでは
託児は行っていません。

◦

それぞれゲームを楽しんでいます

       　   じゃこねぎトースト
【材料１人分】

◦食パン　１枚

◦ちりめんじゃこ　適量

◦ねぎ　適量

◦スライスチーズ　１枚

◦バター　適量
【作り方】
①食パンにバターを塗る。
②その上に、じゃこ、ねぎ、チーズの順にのせる。
②トースターで焼く。
ご飯に合うと思われがちな、ちりめんじゃこと
ねぎですが、トーストにも合います。ぜひお試
しください。【レシピ提供】田原市健康づくり食
生活改善協議会

▼広報秘書課 　☎23局０１３８ 
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人身16件（197件）
負傷18人（251人）
死亡0人（1人）
物損114件（1201件）

火災0件（21件）
救急171件（1663件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗4件（25件）
乗物盗5件（31件）
非侵入盗16件　（102件）

※（　）内の数字は平成25年の累計

田原警察署だより 田原警察署　 23局０１１０

9月

◉地域安全パトロールを実施しました！

　地域安全活動の一環として、８月10日（土）と24日
（土）の2日間、赤羽根地区において、防犯ボランティア
「安全波乗隊」や田原市などと合同で地域安全パト
ロールを実施しました。
　国内有数のサーフポイ
ントである『太平洋ロング
ビーチ』では、サーファーを
始め多くの観光客がマイ
カーで訪れることから、パト
ロール隊員は車上ねらい
の注意を呼び掛けました。
　隊員に声をかけられた
サーファーは「自動車を離
れるときは必ずロックし、
バッグなども見える所には
置きません」と真剣な顔で
答えていました。

（　　 ）
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55.8%

H15～H24の過去10年間の
平均貯水率

8/1 8/10 8/20 9/1 9/10 9/20 10/1 10/10 10/20

今月は水道メーター検針月です。メーター周りは、きれいにしましょう。

H25の貯水率

寒くなってきました。冬には水質が悪化する傾向があります。
普段から水を汚さないように心がけましょう。

●三河湾の水質調査結果

三河港大橋
片浜沖
馬草沖
渥美火力放水口

2月 5月 8月 11月 2月 5月 8月

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率

環境基準◎馬草沖・渥美火力放水口2mg/l以下

環境基準◎三河港大橋・片浜沖8㎎/ℓ以下

11たはら
クイズ

広 報

今月　納税・使用料の

月12月2日

国民健康保険税
（第６期分）

後期高齢者医療保険料
（第５期分）

下水道事業受益者負担金
（第３期分）

農業集落排水事業分担金
（第３期分）

納期限

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

中
部
・
北
陸
実
業
団
○
○
○
○
駅
伝

競
走
大
会
が
、
11
月
17
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
ま
す
。

２　

複
数
の
県
や
市
町
村
が
、
行
政
区
域

に
と
ら
わ
れ
ず
広
域
的
な
地
域
づ
く
り

や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
主
体

的
に
取
り
組
む
組
織
を
○
○
○
○
連
合

と
い
い
ま
す
。

３　
11
月
９
日
（
土
）
～
15
日
（
金
）
は
、
秋

季
全
国
火
災
○
○
○
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

４　

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
は
、「
サ
ン
テ

パル
ク
○
○
○
○
○
祭
」
を
、
12
月
１
日

（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
11
月
20
日
（
水
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
10
月
号
の
答
え
】
ス
ポ
ー
ツ

（
応
募
総
数
64
通
中
、
正
解
64
通
、
当
選

者
の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

2

1

4

3



粘り強く、頑張り屋の
諒一くん。画面いっぱ
いに元気よく描くこと
ができました。

評 評
高松小学校３年

石原 諒一くん

　　　　  しょう  ま

　尾川　　美早
 先生

今にも絵から飛び出て
きそうなほど、生き生
きと描くことができま
した。

評 とてもかわいい笑顔で踊っているね。生
き生きとした表情で楽しそうです。

   　　　　　　　　　　　　　　　　え　がお　　 おど　      　　　　　　　　　　 い　  

   い　　　　　　　ひょうじょう   たの　　　

　　　　

評妹想いの惺春ちゃんの気持ちが伝わってき
ます。にぎやかなハロウィンになったね。

　　　 

　いもうとおも　   　　さ　と　　　　　　　　　 き　も             つた　　　

 　　　　　　　　　　　　　　

　　

自画像 自画像

   　　

　　　　　 

高松小学校６年

辻 翔真くん
　 　りょう いち　  　

運動会のおどりが楽しかった
よ。

み　   ふ

大草保育園

木村美吹ちゃん（5歳）

赤ちゃんおばけを守ってい
るよ。

　　　　　

大草保育園

鈴木惺春ちゃん（6歳）
　　　 さ　　 と

　　　          

うんどうかい　　　　　　　　　　たの　あか　　　　　　　　　　　　　 まも
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65,398人　総人口

33,030人　男性

32,368人　女性

21,900世帯世帯数

51人出生 39人死亡

130人転入 127人転出

15人増減

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１88.81km2

（平成25年10月1日現在）

※増減は9月中です

本誌は再生紙を使用しています。

▼
和
地
小
学
校
に

は
代
々
受
け
継
が

れ
て
い
る「
わ
が

家
の
木
」が
あ
り

ま
す
。小
学
校
生

活
６
年
間
で
、親
や
兄
弟
と
一
緒
に

１
本
の
木
の
世
話
を
通
じ
て
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。木
の
成
長

を
観
察
し
て
い
る
子
ど
も
の
背
中
を

見
守
る
親
の
姿
が
微
笑
ま
し
く
、温

か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。自
然

も
子
ど
も
も
大
切
に
守
り
育
て
る
こ

と
で
、自
分
で
生
き
る
力
を
身
に
付

け
て
い
く
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。自

分
の
育
て
た
木
が
受
け
継
が
れ
る
よ

う
に
、地
元
を
愛
す
る
心
も
受
け
継

が
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。（
Ｏ
）

▼
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
た
田
原

市
。10
年
前
は
小
学
生
だ
っ
た
息
子

も
今
で
は
社
会
人
に
。こ
れ
か
ら
の

子
ど
も
の
成
長
と
田
原
市
の
成
長
を

願
う
一
方
で
、自
分
自
身
は
成
長
し

て
い
る
の
か
と
聞
か
れ
る
と
少
し
不

安
が
。こ
の
10
年
を
じ
っ
く
り
と
振

り
返
っ
て
み
ま
す
。（
Ｉ
）

【
表
紙
の
写
真
】わ
が
家
の
木（
和
地
小
学
校
）

N
o.749  平

成
25

年
11

月１
日

号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp


